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第
43
回
総
会
で
玉
川
福
和
会
長
を
再
任

水
再
生
シ
ス
テ
ム
推
進
な
ど
事
業
計
画
承
認

　

総
会
は
午
後
3
時
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
含
め
1
3
2
名
の

出
席
を
得
て
開
か
れ
た
。

　

冒
頭
で
玉
川
会
長
は
「
日
本

が
抱
え
る
一
番
の
問
題
は
、
人

類
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

ス
ピ
ー
ド
で
進
む
人
口
減
少
。

こ
の
よ
う
な
中
で
我
々
環
整

連
の
組
織
も
、
ど
こ
を
目
指
し

て
進
む
か
本
日
の
総
会
で
確

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私

が
会
長
に
な
っ
て
か
ら
5
つ

の
部
会
（
当
初
）
を
設
置
し
、

何
か
問
題
・
課
題
が
提
起
さ
れ

れ
ば
各
部
会
が
現
地
に
赴
き

全
力
で
解
決
に
導
く
。
今
後
と

も
そ
の
基
本
方
針
で
進
ん
で

い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
総
会
審
議
に
移
り
、

第
1
号
議
案
「
平
成
26
年
度

活
動
報
告
、
収
支
決
算
な
ら
び

に
余
剰
金
処
分
案
承
認
」
、
第

2
号
議
案
「
27
年
度
活
動
方

針
、
活
動
計
画
な
ら
び
に
収
支

　

全
国
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
玉
川
福
和
会
長
）
は
5
月
28
日
、
東
京
・

一
ツ
橋
の
如
水
会
館
で
第
43
回
通
常
総
会
を
開
催
し
（
写
真
）、
各
部
会
の
平
成
27
年
度

活
動
計
画
・
予
算
案
等
を
審
議
、
承
認
し
た
。
こ
の
う
ち
浄
化
槽
部
会
で
は
、
浄
化
槽

の
適
正
な
維
持
管
理
体
制
を
確
保
す
る
認
証
制
度
「
水
再
生
シ
ス
テ
ム
」
の
取
得
推
進
や
、

浄
化
槽
管
理
者
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
変
動
可
能
な
料
金
体
系
案
の
検
討
を
行
う
こ
と

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。
ま
た
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
を
行
い
、
玉
川
福
和
会
長

の
再
任
を
決
め
た
ほ
か
、丹
野
秀
樹
常
任
理
事
（
山
形
）
が
新
た
に
副
会
長
に
就
任
し
た
。

予
算
の
決
定
」
、
第
3
号
議
案

「
27
年
度
借
入
金
の

高
限
度

額
決
定
」
、
第
4
号
議
案
「
取

引
金
融
機
関
決
定
」
、
第
5
号

議
案
「
任
期
満
了
に
伴
う
理

事
・
役
員
（
監
事
含
む
）
の
改

選
」
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ

ぞ
れ
を
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　

こ
の
う
ち
第
2
号
議
案
・
各

部
会
の
27
年
度
活
動
計
画
で

は
、
適
正
処
理
推
進
部
会
は
法

令
を
遵
守
し
た
適
正
業
務
の

推
進
、
区
域
割
り
・
新
規
許
可

問
題
等
解
決
の
た
め
の
現
地

支
援
、
合
理
化
問
題
解
決
の
た

め
の
支
援
、
勉
強
会
の
開
催
を

行
う
こ
と
と
し
た
。

　

浄
化
槽
部
会
は
水
再
生
シ

ス
テ
ム
取
得
の
推
進
、
送
風
機

停
止
警
報
器
常
設
の
省
令
化
、

高
齢
者
独
居
世
帯
に
お
け
る

人
頭
制
や
使
用
水
量
制
な
ど

変
動
可
能
な
料
金
体
系
案
の

作
成
、
環
境
省
と
の
協
議
、
避

難
場
所
の
浄
化
槽
設
置
の
提

案
を
行
う
。

　

下
水
道
部
会
は
下
水
道
等

維
持
管
理
業
務
の
受
託
に
向

け
た
取
り
組
み
、
下
水
道
や
農

業
集
落
排
水
、
し
尿
処
理
施
設

ご
と
の
法
体
系
や
業
務
受
託

に
向
け
た
基
準
整
理
、
今
後
の

下
水
道
政
策
に
関
す
る
情
報

収
集
を
実
施
す
る
。

　

循
環
資
源
推
進
部
会
は
、
積

み
替
え
保
管
の
取
得
や
リ
サ

イ
ク
ル
業
務
の
推
進
な
ど
新

規
事
業
へ
の
取
り
組
み
、
入
札

問
題
や
処
理
計
画
策
定
へ
の

対
応
、
帳
簿
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
廃
棄
物
処
理
法
の
研
修
な

ど
適
正
業
務
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
う
。

　

事
業
部
会
は
集
排
バ
イ
オ

泥
の
活
用
、
バ
イ
オ
マ
ス
先
進

事
例
の
調
査
・
分
析
と
い
っ
た

技
術
調
査
事
業
、
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
に
よ
る
視
察
研
修
会
や

J
A
R
U
S
受
託
事
業
を
通

じ
た
研
修
会
の
開
催
、
バ
イ
オ

泥
施
設
の
推
進
と
維
持
管
理

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
取
り
組

む
。

　

こ
の
ほ
か
青
年
部
か
ら
、
各

部
会
活
動
へ
の
参
加
・
連
携
、

各
県
青
年
部
の
連
携
強
化
、
全

国
環
整
連
の
歩
み
を
振
り
返

る
冊
子
の
作
成
に
取
り
組
む

こ
と
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。

　

ま
た
第
5
号
議
案
で
は
理

事
24
名
、
内
規
理
事
15
名
、
監

事
3
名
を
選
出
し
、
そ
の
後
開

い
た
臨
時
理
事
会
で
玉
川
福

和
会
長
の
再
任
を
決
め
た
。
副

会
長
に
は
黒
瀬
栄
治
氏
（
広

島
）
、
丹
野
秀
樹
氏
（
山
形
）

の
2
名
が
就
い
た
。

　

こ
の
後
は
午
後
6
時
か
ら

懇
親
会
が
開
か
れ
、
業
界
、
関

係
省
か
ら
多
く
の
来
賓
出
席

が
あ
り
、
政
界
か
ら
も
自
民
党

の
上
野
賢
一
郎
国
交
政
務
官
、

公
明
党
の
斉
藤
鉄
夫
幹
事
長

代
行
や
佐
藤
秀
光
農
水
政
務

官
、
民
主
党
の
前
田
武
志
参
議

院
議
員
な
ど
多
数
の
与
野
党

議
員
が
出
席
し
た
。

【６月号】　

6
月
16
日
の
参
議
院
環
境
委

員
会
で
民
主
党
の
小
見
山
幸
治

参
議
院
議
員
（
写
真
）
は
、
浄

化
槽
の
保
守
点
検
回
数
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
環
境
省
が
開
く

「
今
後
の
浄
化
槽
の
在
り
方
に

関
す
る
懇
談
会
」
で
早
期
に
結

論
を
出
す
よ
う
に
求
め
た
（
関

連
記
事
5
面
）。

　

環
境
省
か
ら
は
「
懇
談
会
で

は
て
い
ね
い
な
議
論
を
行
い
た

い
。
た
だ
で
き
る
だ
け
早
期
に

開
催
し
た
い
と
も
思
っ
て
い

る
」
と
回
答
が
あ
り
、
小
見
山

議
員
は
「
昨
日
は
7
月
中
に
開

催
す
る
と
聞
い
た
。
そ
の
こ
と

を
信
用
す
る
が
、

後
は
住
民

の
立
場
に
立
ち
切
っ
て
環
境
省

は
き
ち
っ
と
結
論
を
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
釘
を
刺
し
た
。

　

小
見
山
議
員
は
環
境
委
員

会
で
毎
回
浄
化
槽
に
つ
い
て

取
り
上
げ
て
い
る
が
、
今
回
の

質
問
は
、
浄
化
槽
保
守
点
検

業
務
の
い
わ
ゆ
る
「
毎
月
点

検
」
問
題
を
受
け
た
も
の
。
現

行
の
浄
化
槽
法
施
行
規
則
で
は

保
守
点
検
回
数
を
「
年
3
回
以

上
」
と
定
め
て
い
る
が
、「
以

上
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
年

12
回
、
毎
月
点
検
を
実
施
し
て

い
る
地
域
が
あ
る
。
こ
の
こ
と

で
小
見
山
議
員
は
「
保
守
点
検

は
年
3
回
で
十
分
。
住
民
に
必

要
以
上
の
負
担
を
強
い
て
は
な

ら
ず
、
通
常
の
使
用
状
態
で
あ

れ
ば
年
3
回
に
改
め
る
べ
き
」

と
主
張
し
て
い
る
。

環
境
省
懇
談
会
で
早
期
結
論
求
め
る

浄
化
槽
保
守
点
検
回
数
め
ぐ
り
質
問

参議院
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5
月
28
日
に
開
か
れ
た
全
国
環
整
連

第
43
回
通
常
総
会
後
の
懇
親
会
に
は
、

上
野
賢
一
郎
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
や

佐
藤
英
道
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
、
公

明
党
の
斉
藤
鉄
夫
幹
事
長
代
行
、
民
主

党
環
境
整
備
・
生
活
排
水
適
正
処
理
推

進
議
員
連
盟
会
長
の
馬
淵
澄
夫
衆
議
院

議
員
な
ど
多
く
の
来
賓
が
出
席
し
た
。

　

懇
親
会
の
冒
頭
で
玉
川
会
長
は
「
日

本
は
今
後
、
人
口
減
少
で
大
変
な
時
代

に
突
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
生
活
排
水

処
理
分
野
で
は
、
料
金
収
入
の
減
少
に

よ
り
公
共
下
水
道
の
事
業
経
営
が
危
ぶ

ま
れ
る
事
態
に
な
る
。
こ
う
し
た
時
に

我
々
は
、
浄
化
槽
が
下
水
道
の
代
わ
り

に
な
り
得
る
よ
う
し
っ
か
り
し
た
維
持

管
理
体
制
を
作
り
上
げ
て
臨
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
際
に
一
番

重
要
な
こ
と
は
、
住
民
目
線
で
信
用
で

き
る
業
界
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
。
今
、
全
国
環
整
連
で
は
水

再
生
シ
ス
テ
ム
と
い
う
維
持
管
理
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。
今
日
ご
参
集

の
先
生
方
か
ら
も
ご
指
導
い
た
だ
き
な

が
ら
引
き
続
き
体
制
作
り
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
」
と
訴
え
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
出
席
し
た
先
生
方

や
関
係
省
幹
部
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
。
こ
の
う
ち
斎
藤
幹
事
長
代
行
は「
自

民
、
民
主
、
公
明
、
維
新
な
ど
、
主
だ
っ

た
政
党
で
浄
化
槽
法
改
正
を
視
野
に
入

れ
た
議
員
連
盟
を
作
る
話
が
立
ち
上

が
っ
て
い
る
。
1
日
も
早
く
実
現
す
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
。
浄
化
槽
の
技
術

は
日
進
月
歩
で
進
ん
で
い
る
。
そ
の
進

歩
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
あ
り
方
な
ど
を
考
え
る
の
が
我
々

の
役
目
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
と
も

皆
様
と
勉
強
し
て
い
き
た
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
た
。

住民目線で信頼される維持管理体制構築へ
通常総会後懇親会に与野党から来賓多数通常総会後懇親会に与野党から来賓多数

うえの賢一郎
国土交通大臣政務官

佐藤英道
農林水産大臣政務官

斉藤鉄夫衆議院議員
（公明党幹事長代行）

前田武志参議院議員
（民主党環境整備・生活排水
適正処理推進議員連盟顧問）

ニノ湯たけし参議院議員
（自民）

宮沢ひろゆき衆議院議員
（自民）

藤井ひさゆき衆議院議員
（自民）

武村展英衆議院議員
（自民）
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来賓の先生方や関係省幹部に挨拶する
玉川会長

玉川会長と浄化槽の適正な発展を呼
びかける石田祝稔衆議院議員（公明）

馬淵澄夫衆議院議員
（民主党環境整備・生活排水
適正処理推進議員連盟会長）

小見山幸治参議院議員
（民主）

郡和子衆議院議員
（民主党筆頭幹事長）

福山哲郎参議院議員
（民主党幹事長代理）

小宮山泰子衆議院議員
（民主）

鈴木たかこ衆議院議員
（民主）

むろい邦彦参議院議員
（維新の党幹事長代理）

今井雅人衆議院議員
（維新の党党政務調査会長）
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「
廃
棄
物
処
理
業
の
基
礎
」テ
ー
マ
に
研
修

東
京
、京
都
で
関
連
法
規
の
最
新
動
向
学
ぶ

全国環整連

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
る
」
と
決
意
を
表
明
し
た
。

　

来
賓
に
は
環
境
省
や
関
係
団

体
幹
部
か
ら
多
く
の
出
席
が
あ

り
、
こ
の
う
ち
吉
川
圭
子
浄
化

槽
企
画
官
（
写
真
左
）
は
「
今

年
の
4
月
に
浄
化
槽
企
画
官
に

着
任
し
て
か
ら
構
造
例
示
型
や

性
能
評
価
型
な
ど
、
実
際
に
稼

働
し
て
い
る
浄
化
槽
を
視
察
し

採択された再資源化事業者

事業者名 連携する市町村

ニッコー・ファ
インメック㈱

岩手県一関市、盛岡・紫波地区環境施設組合（盛
岡市都南地域、紫波町、矢巾町）、宮城県白石市、
富谷町

㈱リーテム
茨城県水戸市、栃木県足利市、佐野市、東京都狛
江市、新潟県柏崎市

三井物産㈱ 宮城県塩竃市、山形県天童市、福島県郡山市

スズトクホール
ディングス㈱

茨城県さしま環境管理組合（古河市、坂東市、五
霞町、境町）、栃木県栃木市、鹿沼市、真岡市、益
子町、茂木町、埼玉県桶川市、山梨県山梨市、中
央市、静岡県三島市、伊東市

㈱水口テクノス
滋賀県近江八幡市、栗東市、野洲市、湖南市、高島市、
蒲生郡日野町

大栄環境㈱

京都府相楽東部広域連合（笠置町、和束町、南山
城村）、大阪府堺市、兵庫県北播磨清掃事務組合（西
脇市、加東市滝野地域、多可町）、奈良県田原本町、
上牧町

の
リ
サ
イ
ク
ル
と
、
小
型

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の

推
進
の
た
め
環
境
省
が
実

施
す
る
も
の
で
、
再
資
源
化

事
業
者
と
市
町
村
が
連
携

し
た
使
用
済
み
小
型
家
電

の
回
収
事
業
に
対
し
、
回
収

ボ
ッ
ク
ス
等
の
物
品
や
市

民
向
け
広
報
な
ど
必
要
な

支
援
を
行
う
。

　

選
定
さ
れ
た
6
社
は
ニ
ッ

コ
ー
・
フ
ァ
イ
ン
メ
ッ
ク
㈱
（
岩

手
県
）、
㈱
リ
ー
テ
ム
（
東
京

都
）、
三
井
物
産
㈱
（
東
京
都
）、

ス
ズ
ト
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈱
（
東
京
都
）、
㈱
水
口
テ
ク

ノ
ス
（
滋
賀
県
）、
大
栄
環
境

㈱
（
大
阪
府
）。

表
し
た
（
表
参
照
）
。
同
事

業
は
使
用
済
み
小
型
家
電

　

環

境
省

は

6
月

5

日
、

平

成

27

年
度

小

型

電

子

機

器

等
リ

サ

イ

ク

ル
シ

ス

テ

ム
構

築

実

証

事

業

で
、

㈱

水

口

テ

ク

ノ

ス

な
ど

6

事
業

者

の

事
業

計

画

を
採

択

し

た

と
発

水口テクノスなど6事業者を選定
小型家電リサイクル実証事業環境省

　

浄
化
槽
中
央
連
絡
協
議
会
は

7
月
3
日
、
東
京
・
新
宿
区
の

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で
平
成

27
年
度
理
事
会
・
定
期
総
会
を

開
い
た
。
新
会
長
に
全
国
環
境

整
備
事
業
協
同
組
合
連
合
会
会

長
の
玉
川
福
和
氏
を
選
任
し
、

27
年
度
事
業
計
画
に
は
単
独
処

理
浄
化
槽
の
合
併
転
換
お
よ
び

浄
化
槽
の
普
及
促
進
に
向
け
た

行
財
政
措
置
の
要
望
活
動
、
浄

化
槽
に
関
す
る
各
種
情
報
の
意

見
交
換
、
大
規
模
災
害
に
備
え

た
各
団
体
ご
と
の
防
災
協
定
締

結
や
避
難
場
所
へ
の
浄
化
槽
設

置
な
ど
8
項
目
を
盛
り
込
ん

だ
。

◇
　
　

◇
　
　

◇

　

総
会
後
の
懇
親
会
の
冒
頭
、

新
会
長
に
就
任
し
た
玉
川
氏

（
写
真
右
）
は
「
海
外
へ
行
く

と
特
に
感
じ
る
こ
と
だ
が
、
日

本
の
浄
化
槽
は
世
界
に
類
を
見

な
い
素
晴
ら
し
い
生
活
排
水
処

理
施
設
で
あ
る
。
し
か
し
維
持

管
理
に
目
を
向
け
る
と
、
ど
う

も
き
ち
ん
と
し
た
仕
事
が
で

き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
実
態
も
あ
る
。
全
国

環
整
連
の
歴
史
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
戦
後
間
も
な

い
頃
か
ら
、
当
時
は
多
く

の
人
た
ち
が
や
り
た
が
ら

な
い
し
尿
処
理
の
仕
事
に

携
わ
っ
て
き
た
。
過
去
に

不
正
行
為
が
行
わ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
組
織
は

そ
う
い
う
者
の
た
め
に
あ

る
の
で
は
な
い
。
悪
い
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
反
省
し
改

め
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も

や
孫
、
次
の
世
代
に
渡
す
。

私
も
60
を
過
ぎ
た
。
親
か

ら
引
き
継
い
だ
仕
事
を
よ

り
良
い
も
の
に
す
る
た
め

に
残
さ
れ
た
時
間
を
使
い

た
い
」
と
思
い
を
述
べ
た
。

　

そ
の
上
で
出
席
者
に

「
維
持
管
理
に
関
し
て
は
清
掃
、

保
守
点
検
、
法
定
検
査
、
い
ず

れ
も
問
題
が
あ
る
。
厳
し
い
ご

指
摘
を
い
た
だ
き
な
が
ら
一
刻

も
早
く
悪
い
と
こ
ろ
は
改
め
、

世
界
に
誇
れ
る
浄
化
槽
シ
ス
テ

ム
を
完
成
さ
せ
た
い
。
こ
う
い

う
思
い
で
会
長
の
任
を
引
き
受

け
た
。
必
要
な
こ
と
は
発
信
し

て
い
く
の
で
、
ど
う
か
ご
理
解

浄中連の新会長に浄中連の新会長に
玉川福和環整連会長が就任玉川福和環整連会長が就任
27年度理事会・定期総会開く

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に

貢
献
し
て
き
た
。

　

し
か
し
近
年
は
、
循
環
型

社
会
の
形
成
が
社
会
的
な
課

題
と
な
り
、
各
種
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
整
備
や
3
R
推
進
の

取
り
組
み
が
進
み
、
従
来
ご

み
だ
っ
た
一
般
廃
棄
物
の
多

く
が
再
生
可
能
資
源
と
し
て

扱
わ
れ
、
廃
棄
物
と
し
て
の

排
出
量
は
減
少
し
、
ご
み
と

資
源
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
拡

大
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
地
で
の
入
札
問

題
、
合
特
法
の
趣
旨
と
適
正

　

全
国
環
整
連
の
循
環
資
源

推
進
部
会
（
小
山
浩
部
会
長
）

は
、
適
正
処
理
推
進
部
会
（
谷

山
紀
行
部
会
長
）
、
青
年
部
（
宮

原
靖
明
青
年
部
長
）
と
合
同

で
「
廃
棄
物
処
理
業
の
基
礎
」

を
テ
ー
マ
に
8
月
6
日
に
東

京
、
8
月
27
日
に
京
都
で
研

修
会
を
実
施
す
る
。

　

廃
棄
物
処
理
法
が
定
め
ら

れ
た
昭
和
47
年
当
時
は
、
一
般

廃
棄
物
と
そ
の
他
の
専
ら
物

の
線
引
き
が
明
確
で
、
我
々
、

一
般
廃
棄
物
処
理
業
者
は
、
法

律
の
ル
ー
ル
に
則
り
地
域
の

な
合
理
化
計
画
の
策
定
、
合

理
化
協
定
の
締
結
な
ど
残
さ

れ
た
課
題
も
多
い
。

　

こ
の
た
め
同
部
会
で
は
、
廃

棄
物
処
理
業
に
関
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
知
識
や
、
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
を
し
っ
か

り
と
組
合
員
が
認
識
し
、
今

後
の
各
道
府
県
で
の
組
合
活

動
と
業
務
に
活
か
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
平
成
27
年
度

の
研
修
会
事
業
に
着
手
し
た
。

　

日
程
と
会
場
は
次
の
通
り
。

参
加
申
込
み
は
所
属
の
各
道
府

県
組
合
を
通
じ
て
、
全
国
環
整

連
・
循
環
資
源
推
進
部
会
ま
で
。

【
東
京
会
場
】

▽
8
月
6
日

13
時
～
17
時
、

高
環
協
な
ど
4
団
体
と
協
定
締
結

1
週
間
の
災
害
無
償
支
援
を
実
施

高知県

　

高
知
県
し
尿
収
集
運
搬
支
援

連
合
会
は
6
月
23
日
、
高
知
県

と
「
災
害
時
に
お
け
る
し
尿
等

の
収
集
運
搬
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
た
（
写
真
）。
南
海

ト
ラ
フ
等
の
巨
大
地
震
や
風

水
害
等
の
大
規
模
災
害
が
起
き

た
際
に
、
避
難
所
の
仮
設
ト
イ

レ
や
浸
水
区
域
で
の
汲
み
取
り

な
ど
、
災
害
初
期
段
階
（
1
週

間
）
の
し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥
の

収
集
運
搬
に
つ
い
て
県
が
同
連

合
会
に
無
償
支
援
を

要
請
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

ま
た
県
が
被
災
し

た
他
の
都
道
府
県
を

応
援
す
る
た
め
に
協

力
要
請
を
行
っ
た
場

合
に
お
い
て
も
、
連

合
会
は
可
能
な
限
り

の
協
力
を
行
う
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　

同
連
合
会
は
県
の

要
請
に
対
し
業
者
側

が
包
括
的
に
対
応
す
る
た
め
、

県
内
4
団
体
が
今
年
3
月
に

組
織
し
た
も
の
。
高
知
県
環
境

整
備
事
業
協
同
組
合
（
戸
田
明

理
事
長
）、
高
知
県
環
境
保
全

協
会
（
佐
竹
佳
雄
会
長
）、
高

知
県
環
境
保
全
事
業
協
同
組
合

（
佐
竹
佳
雄
会
長
）、
高
知
県
清

掃
事
業
協
同
組
合
（
松
田
光
徳

理
事
長
）
で
組
織
さ
れ
、
連
合

会
の
会
長
は
戸
田
氏
が
務
め

る
。

如
水
会
館
（
東
京
都
千

代
田
区
一
ツ
橋
2
―
1
―

1
）

【
京
都
会
場
】

▽
8
月
27
日

13
時
～
17
時
、

ホ
テ
ル
京
阪
・
京
都
（
京

都
市
南
区
東
九
条
西
山
王

町
31
）

【
主
な
研
修
内
容
】

▽
環
境
関
連
法
規

▽
廃
棄
物
処
理
法
と
適
正
処

理

▽
廃
棄
物
処
理
法
と
リ
サ
イ

ク
ル
法

▽
廃
棄
物
処
理
法
と
地
方
自

治
法
（
入
札
問
題
）

▽
合
理
化
特
別
措
置
法
関
連

▽
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法

関
連

た
。
初
め
は
臭
気
が
強
い
か
と

身
構
え
て
い
た
が
、
実
際
は
多

少
虫
が
い
た
程
度
で
私
自
身
も

全
く
抵
抗
な
く
バ
キ
ュ
ー
ム
作

業
な
ど
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
し
か
し
単
独
処
理
浄
化
槽

は
ス
カ
ム
が
ひ
ど
く
、
単
独
と

合
併
で
こ
こ
ま
で
違
う
の
か
と

痛
感
し
た
。
浄
化
槽
の
期
待
は

今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
の
で
、

環
境
省
と
し
て
も
全
力
で
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

近
は
海
外

展
開
に
つ
い
て
も
多
く
の
お
問

い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
設
置
促
進
、
環
境
行
政
に

引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
祝

辞
を
述
べ
た
。
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浄
化
槽
を
社
会
イ
ン
フ
ラ
に

浄
化
槽
を
社
会
イ
ン
フ
ラ
に

　

小
見
山
議
員
の
質
問
は
約

3
年
間
続
い
て
い
る
が
、
今
回

は
初
め
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

保
守
点
検
回
数
の
問
題
を
取

り
上
げ
る
理
由
に
つ
い
て
「
下

水
道
法
の
接
続
義
務
の
為
、
浄

化
槽
は
一
時
的
な
処
理
施
設

に
な
っ
て
い
る
。
下
水
道
が

通
っ
て
い
な
い
中
山
間
地
域

や
人
口
散
在
地
域
に
下
水
管

を
延
ば
し
て
も
接
続
で
き
る

家
は
一
軒
、
二
軒
。
さ
ら
に
下

水
道
に
一
般
会
計
か
ら
多
額

の
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、

地
方
財
政
が
ひ
っ
迫
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
下
水
道
で
な

く
経
済
性
に
優
れ
、
今
後
の
社

会
情
勢
の
変
化
に
も
柔
軟
に

対
応
で
き
る
浄
化
槽
を
推
進

し
た
い
と
い
う
の
が
私
の
考

え
。
し
か
し
浄
化
槽
の
維
持
管

理
シ
ス
テ
ム
に
曖
昧
な
部
分

を
残
し
て
い
て
は
下
水
道
に

代
わ
る
生
活
排
水
処
理
シ
ス

テ
ム
と
し
て
強
く
言
う
こ
と

が
で
き
な
い
。
私
は
ま
ず
こ
の

部
分
を
き
ち
っ
と
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
何
度
も
質
問
し

て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

　

そ
の
上
で
質
問
に
入
り
、
ま

ず
11
月
18
日
の
参
議
院
環
境

　

6
月
16
日
の
参
議
院
環
境
委
員
会
で
民
主
党
の
小
見
山

幸
治
参
議
院
議
員
は
、
浄
化
槽
の
保
守
点
検
回
数
の
見
直

し
に
つ
い
て
環
境
省
の
「
今
後
の
浄
化
槽
の
在
り
方
に
関

す
る
懇
談
会
」
で
早
期
の
結
論
を
求
め
つ
つ
、
浄
化
槽
の

性
能
評
価
試
験
の
細
則
を
根
拠
に
し
な
が
ら
「
通
常
の
使

用
状
態
で
あ
れ
ば
年
3
回
に
改
め
る
べ
き
」
と
す
る
旨
の

質
問
を
行
っ
た
。

委
員
会
で
「
年
度
内
に
一
定

の
方
向
性
を
出
す
」
と
答
弁

の
あ
っ
た
「
今
後
の
浄
化
槽

の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」

　

日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
が
実

施
す
る
性
能
評
価
は
「
性
能

評
価
方
法
細
則
」
に
お
い
て

「
保
守
点
検
回
数
及
び
清
掃
回

数
は
浄
化
槽
法
第
10
条
第
1

項
に
規
定
さ
れ
た

少
回
数
」

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
小
見
山

議
員
は
国
土
交
通
省
か
ら
の

答
弁
を
得
て
、
試
験
環
境
下
に

お
い
て
は
家
庭
用
浄
化
槽
で

あ
れ
ば
「
年
3
回
」
の
保
守

点
検
で
正
常
に
機
能
を
発
揮

で
き
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
。

さ
ら
に
平
成
22
年
度
国
勢
調

査
か
ら
、
日
本
の
9
割
以
上
の

世
帯
が
4
人
以
下
と
な
っ
て

い
る
状
況
を
示
し
な
が
ら
「
通

常
の
使
用
状
態
で
あ
れ
ば
保

守
点
検
回
数
は
3
回
で
十
分
。

ま
た
浄
化
槽
の
処
理
人
数
よ

り
実
際
の
世
帯
人
数
が
少
な

い
中
で
、
な
ぜ
年
12
回
と
い
っ

た
保
守
点
検
が
必
要
な
の
か
」

と
改
め
て
質
問
し
た
。

　

鎌
形
部
長
は
こ
れ
に
対
し

「
性
能
評
価
試
験
は
一
般
的
な

使
用
環
境
の
一
例
で
設
定
さ

れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て

い
る
。
設
置
後
は
流
入
条
件

や
周
辺
環
境
、
機
器
の
劣
化
、

微
生
物
の
状
態
も
変
動
す
る

こ
と
か
ら
別
途
考
え
ら
れ
る

べ
き
も
の
。
そ
れ
ら
の
ケ
ー

　

後
に
小
見
山
議
員
は
望

月
義
夫
環
境
大
臣
に
見
解
を

求
め
、
望
月
大
臣
は
「
浄
化

槽
は
経
済
性
、
処
理
性
能
、
早

期
整
備
に
優
れ
、
地
震
等
に

も
強
い
重
要
な
施
設
と
考
え

て
い
る
。
保
守
点
検
回
数
に

つ
い
て
は
、
様
々
な
状
況
を

網
羅
的
に
規
定
す
る
こ
と
は

容
易
で
な
く
、
ま
た
環
境
規

制
法
と
し
て
は

低
限
度
必

要
な
回
数
を
規
定
す
る
こ
と

が
一
般
的
と
理
解
し
て
い
る
。

た
だ
懇
談
会
の
座
長
発
言
を

踏
ま
え
、
環
境
省
と
し
て
も

水
環
境
保
全
、
住
民
ニ
ー
ズ
、

信
頼
性
の
向
上
と
い
っ
た
視

点
か
ら
早
期
取
り
ま
と
め
を

目
指
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

小
見
山
議
員
は
「

後
は

住
民
の
立
場
に
立
ち
切
っ
て

環
境
省
は
き
ち
っ
と
結
論
を

出
し
て
下
さ
い
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

の
開
催
状
況
に
つ
い
て
聞
い

た
。

　

鎌
形
部
長
は
「
当
初
は
年

度
末
に
結
論
を
出
す
予
定
で

あ
っ
た
が
、
4
月
17
日
に
開
催

し
た
第
6
回
懇
談
会
で
、
座
長

か
ら
次
回
は
保
守
点
検
の
回

数
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
、

事
務
局
と
相
談
し
た
上
で
方

向
性
を
提
案
で
き
な
い
か
検

討
し
た
い
と
発
言
が
あ
っ
た
。

事
務
局
と
し
て
も
関
係
者
の

理
解
を
得
て
、
方
向
性
を
ま

と
め
る
よ
う
努
め
た
い
」
と

回
答
し
た
。

ス
を
踏
ま
え
て
3
回
以
上
と

し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
小
見
山
議
員

は
「
以
前
も
著
し
く
流
入
量
が

多
い
場
合
を
具
体
的
に
答
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
質
問
し

た
が
、
明
確
な
回
答
は
得
ら

れ
て
い
な
い
。
年
12
回
実
施

す
る
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
ブ
ロ
ワ
の
故
障
で
あ
れ
ば

停
止
警
報
器
の
設
置
で
早
く

発
見
で
き
対
応
で
き
る
。
消

毒
剤
は
昔
は
4
カ
月
に
1
回

の
補
充
で
は
持
た
な
い
実
態

も
あ
っ
た
が
今
は
違
う
。
年

3
回
で
性
能
が
出
る
浄
化
槽

に
対
し
初
め
か
ら
年
12
回
点

検
あ
り
き
で
は
説
明
が
つ
か

な
い
」
と
厳
し
く
指
摘
し
た
。

　

し
か
し
環
境
省
は
「
ブ
ロ

ワ
へ
の
対
応
を
人
力
で
行
う

か
機
械
的
に
行
う
か
は
各
地

域
の
積
み
重
ね
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
設
置
義
務
化
に

つ
い
て
は
懇
談
会
で
議
論
を

深
め
た
い
。
点
検
回
数
も
実

際
に
稼
働
し
て
い
る
実
態
に

合
わ
せ
て
考
え
ら
れ
る
べ
き

も
の
。
保
守
点
検
業
者
が
、

そ
の
必
要
性
を
説
明
す
べ
き
」

と
点
検
回
数
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
と
同
様
の
回
答
を
繰

り
返
す
に
留
ま
っ
た
。

浄
化
槽
保
守
点
検
は
通
常
年
3
回
に

性
能
評
価
試
験
の
細
則
に
記
載

参議院

  

性
能
評
価
試
験
で
は
年

性
能
評
価
試
験
で
は
年
33
回回

  

環
境
省
懇
談
会
で
早
期
結
論
を

環
境
省
懇
談
会
で
早
期
結
論
を
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低コスト整備手法など検討求める

法
別
の
事
業
経
営
状
況
を
示
し

て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
公

営
企
業
の
採
算
性
を
示
す
収
益

的
収
支
比
率
は
浄
化
槽
が
92
・

8
％
と

も
高
い
値
と
な
っ
て

お
り
、
実
質
的
に
浄
化
槽
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

事
業
経
営
状
況
を
見
る
と
、
　

25
年
度
末
時
点
で
全
国
の
地
方

公
共
団
体
が
経
営
す
る
下
水
道

事
業
数
は
3
6
4
0
事
業
で
、

法
適
用
企
業
が
5
3
8
事
業
、

法
非
適
用
企
業
が
3
1
0
2
事

業
だ
っ
た
。

　

処
理
施
設
別
に
見
る
と

も
多
い
の
は
公
共
下
水
道
で

1
1
8
8
事
業
（
適
用
2
3
8

事
業
・
非
適
用
9
5
0
事
業
）、

次
い
で
農
業
集
落
排
水
が

9
1
7
事
業
（
同
87
・
8
3
0

事
業
）、
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
が
7
5
3
事
業
（
同

1
3
2
・
6
2
1
事
業
）、
特
定

地
域
生
活
排
水
処
理
施
設
（
市

町
村
設
置
型
浄
化
槽
、以
下
「
特

排
」
と
い
う
）
が
2
7
6
事
業

（
同
23　
･
2
5
3
事
業
）
な
ど

と
続
く
。

　

こ
の
う
ち
特
に
経
営
の
透
明

化
・
健
全
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
法
非
適
用
事
業
の
経
営
状
況

に
着
目
す
る
と
、
実
質
収
支
の

累
計
は
公
共
下
水
道
が
黒
字

3
3
9
億
9
6
0
0
万
円
、
赤

字
が
1
4
5
億
7
1
0
0
万

円
、

農

集

排

は

黒

字

が

43
億
6
0
0
万
円
、
赤
字
が

1
億
1
8
0
0
万
円
、
特
排
は

黒
字
が
5
億
8
7
0
0
万
円
、

赤
字
が
4
0
0
万
円
だ
っ
た
。

　

ま
た
総
費
用
と
地
方
債
償
還

金
の
合
算
に
対
す
る
総
収
益
の

割
合
を
示
す
「
収
益
的
収
支
比

率
」
は
、
公
共
下
水
道
が
75
・

9
％
、
農
集
排
が
71
・
6
％
、

特
排
が
92
・
8
％
だ
っ
た
。

1
0
0
％
以
上
で
あ
れ
ば
企
業

と
し
て
採
算
が
取
れ
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
中
で

は
浄
化
槽
の
採
算
性
が

も
高

い
結
果
と
な
っ
た
。

　

報
告
書
の
冒
頭
で
も
、
今
後

は
日
本
全
体
で
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
人
口
が
減
少
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場

合
、
個
別
処
理
方
式
で
あ
れ
ば

徐
々
に
規
模
を
縮
小
す
る
こ
と

も
で
き
る
が
、
集
合
処
理
方
式

は
施
設
の
処
理
能
力
を
柔
軟
に

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
料
金
収
入
を
含
む
総
収
益

が
急
速
に
悪
化
し
採
算
性
を
落

と
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ

れ
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

増
加
と
い
う
結
果
に
つ
な
が

り
、
財
政
の
硬
直
化
、

悪
の

場
合
は
財
政
破
綻
を
起
こ
し
か

ね
な
い
。
総
務
省
で
も
こ
の
こ

と
を
懸
念
し
、
経
営
戦
略
の
策

定
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
検
討

を
進
め
て
い
る
。

事業別の経営状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：百万円、％） る
が
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
中

長
期
的
な
「
経
営
戦
略
」
の
策

定
や
公
営
企
業
会
計
の
導
入
等

の
ほ
か
、
よ
り
低
コ
ス
ト
な
整

備
手
法
の
検
討
を
行
う
こ
と
を

要
請
し
た
（
表
参
照
）。

◇
　
　

◇
　
　

◇

　

報
告
書
で
は
併
せ
て
処
理
手

　

総
務
省
は

こ
の
ほ
ど
、

平

成

25

年

度
地
方
公
営

企
業
決
算
の

概
況
を
公
表

し
た
。
下
水

道
事
業
に
つ

い
て
は
従
来

ど
お
り
地
理

的
・
社
会
的

条
件
に
応
じ

た
最
適
な
処

理
手
法
を
選

択
す
る
こ
と

を
求
め
て
い

25年度公営企業決算概況を公表総務省


